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緑の地球新聞

ラ
オ
ス
国
立
大
学
と

�

新
た
な
植
林
事
業
を
開
始

１
．�
ラ
オ
ス
の
地
理
的
特
性
及
び

森
林
の
状
況

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
（
以
下
「
ラ

オ
ス
」
と
い
う
。）
は
、
熱
帯
地
域
に
所

在
し
、
モ
ン
ス
ー
ン
（
季
節
風
）
の
影
響

に
よ
り
、
明
瞭
に
雨
季
と
乾
季
が
あ
り
ま

す
。
雨
季
は
６
月
か
ら
10
月
で
、
年
間
総

雨
量
の
ほ
と
ん
ど
は
雨
季
に
集
中
し
ま

す
。
乾
季
は
11
月
か
ら
２
月
下
旬
で
す
。

　

昨
年
来
検
討
し
て
き
た
、
ラ
オ
ス
に
お
け
る
新
た
な
植
林
事
業
は
、
２
０
２
５
年
５

月
に
、
当
基
金
と
ラ
オ
ス
国
立
大
学
と
の
間
で
、
植
林
に
関
す
る
合
意
書
を
締
結
す
る

に
至
り
ま
し
た
。

　

植
林
期
間
は
、
本
年
２
０
２
５
年
度
４
月
か
ら
２
０
２
９
年
度
ま
で
の
５
年
間
。
植

林
面
積
は
、
毎
年
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
５
年
間
合
計
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
森
林
火
災
等
で
荒

廃
し
た
森
林
地
帯
を
正
常
に
復
元
し
、
そ
の
際
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
及
び
ラ
オ
ス
政
府

林
業
省
の
研
究
及
び
学
習
の
場
を
設
け
て
、
得
た
デ
ー
タ
は
、
今
後
の
ラ
オ
ス
国
内
の

緑
化
に
活
用
す
る
と
の
内
容
で
す
。

　

本
稿
で
は
、
新
た
な
植
林
事
業
の
概
要
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

気
候
は
サ
バ
ン
ナ
気
候
で
す
。

ラ
オ
ス
で
は
、
１
９
４
０
年
代
に
70
％

だ
っ
た
国
土
の
森
林
割
合
が
２
０
０
２
年

に
は
41.5
％
ま
で
低
下
し
ま
し
た
。

ラ
オ
ス
政
府
は
、
森
林
割
合
を
70
％
ま

で
回
復
さ
せ
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
２
０
１
０
年
現
在
58
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
あ
り
、

ラ
オ
ス
政
府
は
森
林
の
復
興
等
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

２
．�

ラ
オ
ス
で
の
新
た
な
植
林
事

業
の
検
討
経
緯

２
０
２
４
年
度
ま
で
当
基
金
が
支
援
し

て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
外
資
導
入
政
策

が
変
更
さ
れ
、
今
後
ベ
ト
ナ
ム
で
新
た
な

植
林
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
事
実
上

困
難
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
か
ら
、
他
の
民
間
団
体
と
共
同
で
、

ラ
オ
ス
に
お
け
る
植
林
事
業
に
参
加
し
な

い
か
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
当
基
金
か

ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
対
し
て
、
当
該
民
間
団
体

と
の
共
同
事
業
で
は
な
く
、
ラ
オ
ス
政
府

か
ら
新
た
な
植
林
事
業
を
提
案
す
る
よ
う

働
き
か
け
て
欲
し
い
旨
依
頼
し
、
こ
れ
を

機
に
、
ラ
オ
ス
で
の
新
た
な
植
林
事
業
の

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
３
月
に
、
ラ
オ
ス
政
府
林

業
省
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
大
石
理
事
長

名
で
、
当
基
金
が
考
え
て
い
る
助
成
金
規

模
を
伝
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
０
２
４
年

10
月
に
ラ
オ
ス
政
府
林
業
省
か
ら
、
ラ
オ

ス
国
立
大
学
が
当
基
金
と
の
植
林
事
業
に

協
力
す
る
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
に
は
、
ラ
オ
ス
大
学
側
が
考
え
て

い
る
植
林
事
業
の
詳
細
が
当
基
金
に
伝
え

ら
れ
、
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年
１
月
に
は
、

上
記
を
内
容
と
す
る
合
意
書
案
が
送
付
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
も
得
つ
つ
、

当
基
金
と
ラ
オ
ス
側
と
で
合
意
書
案
の
締

結
に
向
け
て
協
議
を
続
け
る
と
と
も
に
、

日
本
政
府
か
ら
も
協
力
を
得
る
た
め
に
、

ラオスの地図
ラオスは、インドシナ半島の内陸部に所
在し、国土面積23万 6,800平方キロメー
トル（日本の本州とほぼ同じ面積）、人口
は約733万人（2021年現在）、首都はビ
エンチャンです。国土の70％は、高原や
山岳地帯です。

中華人民共和国

カンボジア

ベトナム

ビエンチャン
（ラオス国立大学所在地）

タイ
ラオス

ミ
ャ
ン
マ
ー

14407566 緑の地球新聞169号.indd   114407566 緑の地球新聞169号.indd   1 2025/06/24   16:102025/06/24   16:10



（2）緑の地球新聞　第169号2025年7月5日発行

２
０
２
５
年
１
月
、
石
破
茂
内
閣
総
理
大

臣
及
び
岩
屋
剛
外
務
大
臣
に
働
き
か
け
、

本
件
事
業
を
実
施
す
る
際
の
日
本
政
府
の

協
力
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
合
意
書
案
締

結
の
準
備
を
着
々
と
進
め
ま
し
た
。

３
．�

大
石
理
事
長
の
ラ
オ
ス
訪
問

と
合
意
書
締
結

２
０
２
５
年
５
月
11
日
～
14
日
、
大
石

理
事
長
が
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

を
訪
問
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
ラ
オ
ス

国
立
大
学
及
び
ラ
オ
ス
政
府
林
業
省
と
協

議
を
行
う
と
と
も
に
、
植
林
予
定
地
を
視

察
し
、
そ
の
後
、
本
件
事
業
の
合
意
書
の

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
石
理
事
長
は
こ
れ
ら
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
合
間
を
縫
っ
て
、
小
泉
勉
在

ラ
オ
ス
日
本
国
大
使
館
特
命
全
権
大
使
、

吉
村
由
紀
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ラ
オ
ス
事
務
所
上
級

代
表
と
面
談
し
、
本
件
事
業
へ
の
理
解
協

力
を
得
る
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

４
．�
本
件
植
林
事
業
の
概
要

⑴�

事
業
名
：
環
境
保
護
の
た
め
の
植
林
に

よ
る
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
の
緑
化

⑵
事
業
実
施
者
：
ラ
オ
ス
国
立
大
学

⑶�

事
業
実
施
期
間
：
２
０
２
５
年
度
～

２
０
２
９
年
度
の
５
年
間
（
日
本
の
会

計
年
度
）

⑷�

年
間
予
算
額
：
年
１
万
米
ド
ル
（
約

１
５
０
万
円
）、
総
額
５
万
米
ド
ル

⑸
事
業
概
要

①�

目
的
：
ラ
オ
ス
国
立
大
学
の
実
験
林
は

総
面
積
１
，
３
０
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

ぶ
が
、
森
林
火
災
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
５
年
間
で
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒
廃

し
た
森
林
地
帯
を
正
常
に
復
元
す
る
。

そ
の
際
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学
及
び
林
業

省
の
教
授
と
学
生
の
た
め
の
研
究
及
び

学
習
の
場
を
設
け
、
得
た
デ
ー
タ
は
、

今
後
の
ラ
オ
ス
国
内
の
緑
化
に
活
用
す

る
。

②�

植
林
面
積
：
毎
年
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
５

年
間
で
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

③�

植
林
本
数
：
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

６
２
５
本
。（
持
続
可
能
な
森
林
を
確

立
す
る
た
め
に
、
４
ｍ
×
４
ｍ
の
間
隔

で
植
樹
し
、
各
樹
木
が
16
㎡
の
ス
ペ
ー

ス
を
占
め
る
よ
う
に
す
る
。）

１
年
間
３
，
１
２
５
本
（
６
２
５
本
×

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）。

５
年
間
１
万
５
，
６
２
５
本
（
３
，

１
２
５
本
×
５
年
）。

④�

樹
種
：
森
林
の
修
復
、
再
生
、
環
境
保

全
に
最
適
な
４
種
類
の
在
来
木
材
種
。

マ
イ
ヤ
ン
、マ
イ
カ
ー
ン
、マ
イ
ド
ゥ
、

マ
イ
テ
カ
（
苗
木
数
は
各
４
，
０
０
０

本
）。

（
参
考
　
樹
種
に
つ
い
て
）

（
マ
イ
ヤ
ン
：
フ
タ
バ
ガ
キ　
ア
ラ
ト
ゥ
ス
）

フ
タ
バ
ガ
キ
科
の
常
緑
樹
。
樹
高
45
ｍ

以
上
、
幹
直
径
2.5
ｍ
程
度
に
達
す
る
チ
ー

ク
材
と
並
ぶ
重
要
な
木
材
種
で
す
。

（
マ
イ
カ
ー
ン
：
パ
ラ
シ
ョ
レ
ア
）

フ
タ
バ
ガ
キ
科
の
常
緑
樹
。
樹
高
40
～

60
ｍ
程
度
。
フ
タ
バ
ガ
キ
科
パ
ラ
シ
ョ
レ

ア
属
の
木
材
は
、
総
称
で
ラ
ワ
ン
材
や
南

洋
材
等
と
よ
ば
れ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
マ
イ
ド
ゥ
：
ビ
ル
マ
カ
リ
ン
）

樹
高
10
～
30
ｍ
、
幹
直
径
1.7
ｍ
。
乾
季

は
落
葉
し
ま
す
。
木
材
と
し
て
耐
久
性
が

あ
り
、
家
具
、
建
築
用
木
材
な
ど
に
重
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
マ
イ
テ
カ
：
ア
フ
ゼ
リ
ア
・
キ
シ
ロ
カ

ル
パ
）

樹
高
30
ｍ
、
幹
の
直
径
は
最
大
で
２
ｍ

に
達
す
る
落
葉
高
木
。
耐
久
性
と
美
し
い

木
目
が
評
価
さ
れ
、
装
飾
品
、
高
級
家
具

の
材
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラオス国立大学及びラオス政府林業省との調印式

大石理事長（左）とラオス国立大学代表による署名
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「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み

１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に
ブ
ラ
ジ
ル

で
開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
の
前
後
に

環
境
問
題
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
こ
の
盛
り
上
が
り
と
時
期
を
同
じ
く

し
て
、１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
１
月
に
、

株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー
オ
ー
エ
ム
シ
ー
（
現

三
井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社
）
か
ら
、「
Ｏ

Ｍ
Ｃ
エ
コ
ロ
ジ
ー
カ
ー
ド
」
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
同
カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド
保
有
者

が
カ
ー
ド
を
普
通
に
利
用
す
る
だ
け
で
、

特
別
に
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
環
境

問
題
の
改
善
に
確
実
に
貢
献
で
き
る
と
の

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
つ
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
業
界
で
は
当
時
唯
一
の
カ
ー
ド
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
日
ま
で
約
34
年
を
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、「
地
球
に
や
さ
し
い

カ
ー
ド
」
の
発
行
会
社
は
、
株
式
会
社
ダ

イ
エ
ー
オ
ー
エ
ム
シ
ー
（
１
９
９
１
年
１

月
～
２
０
０
９
年
３
月
）
か
ら
、
株
式
会

社
セ
デ
ィ
ナ
（
２
０
０
９
年
４
月
～

２
０
２
０
年
６
月
）、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ

る
」
な
ど
、
地
球
環
境
保
護
を
テ
ー
マ
に

12
種
類
有
り
ま
す
。

カ
ー
ド
利
用
者
は
、
日
常
の
お
買
い
物

や
お
食
事
な
ど
で
本
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

だ
け
で
、
カ
ー
ド
利
用
金
額
の
0.5
％
が
三

井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社
か
ら
「
緑
の
地

球
防
衛
基
金
」
を
通
じ
て
各
環
境
保
護
団

体
に
寄
付
さ
れ
、
各
団
体
の
活
動
に
貢
献

で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
（
２
０
２
５
年
度
）
の
助
成
団
体

は
次
の
13
団
体
で
す
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熱
帯
森
林
保
護
団
体

・�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
山
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夏
花

・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会

・�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桶
ヶ
谷
沼
を
考
え
る
会

・
川
原
井
自
然
学
校
（
旧
上
総
自
然
学
校
）

・�

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ラ
・
ゾ
ウ
保
護
基
金

・
真
庭
遺
産
研
究
会

・�

一
般
社
団
法
人
熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ワ
ガ
タ
探
検
隊

・�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Hope & Faith International

団
体
の
公
募
の
手
順
、
活
動
内
容

の
公
表
な
ど

毎
年
度
の
助
成
団
体
の
選
定
は
、
有
識

者
等
で
構
成
す
る
当
基
金
の
審
議
委
員
会

等
で
慎
重
に
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
８
月
〜

9
月
に
助
成
団
体
を
公
募
し
、
申
請
が

あ
っ
た
団
体
を
10
月
～
11
月
頃
審
議
委
員

会
で
慎
重
に
審
査
し
、
11
月
～
12
月
頃
理

事
会
で
承
認
す
る
の
が
一
連
の
流
れ
で

す
。
毎
年
度
の
活
動
終
了
後
に
は
、
活
動

報
告
や
決
算
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、「
環
境

諸
問
題
研
究
・
活
動
報
告
書
」
の
発
行
や
、

活
動
状
況
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な

ど
を
通
じ
て
、
寄
付
金
が
ど
の
よ
う
に
役

立
て
ら
れ
た
か
を
広
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
２
０
２
０
年

７
月
～
２
０
２
４
年
３
月
）、
三
井
住
友

カ
ー
ド
株
式
会
社
（
２
０
２
４
年
４
月
～

現
在
）
へ
と
替
わ
り
、
カ
ー
ド
の
名
称
も

「
Ｏ
Ｍ
Ｃ
エ
コ
ロ
ジ
ー
カ
ー
ド
」
か
ら
「
地

球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

会
社
名
、
名
称
に
は
変
更
が
あ
っ
た
も

の
の
、「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
に
よ

る
寄
付
金
は
、
34
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、

様
々
な
分
野
の
環
境
保
護
事
業
で
大
い
に

活
用
さ
れ
、
多
大
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま

し
た
。「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
が

果
た
し
て
き
た
役
割
・
功
績
は
、
実
に
大

き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
の
会
員

数
は
現
在
約
８
，
０
０
０
名
、
累
計
寄
付

金
総
額
は
８
億
１
，０
０
０
万
円
を
大
き
く

超
え
て
い
ま
す
。
社
会
貢
献
型
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
寄
付
額
と
し
て
は
、
業
界
で

非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
の

助
成
の
仕
組
み

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
は
、「
地

球
温
暖
化
を
抑
え
る
」「
ウ
ミ
ガ
メ
を
守

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
に
よ
る

環
境
保
護
団
体
へ
の
助
成

　

当
基
金
は
、こ
れ
ま
で「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」か
ら
の
寄
付
金
を
原
資
と
し
て
、

国
内
外
で
様
々
な
環
境
保
護
活
動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
に
助
成
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
助
成
団
体
の
活
動
を
支
え
て
い
る
「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
助
成
の
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●入会条件 18歳以上（高校生を除く）の方で、電話連絡が可能な方。

●デザイン　
※券面は12種類

●年会費 本人会員：1,375円（税込）　家族会員：385円（税込）

●わくわくポイント
カードショッピング月間ご利用金額200円 ( 税込 ) ごとに1ポイントプレゼント！貯まった
ポイントは、各種アイテムと交換できます。セブン・イレブン、イトーヨーカドー、イオン
でのご利用でポイント3倍！

●付帯保険 ネットセキュリティサービスや海外・国内旅行傷害保険がついて安心！

●ＥＴＣカード 追加カードとしてお申し込み可能です。新規発行手数料1,100円（税込）渋滞によるイライ
ラを解消、排気ガスを軽減し、地球温暖化抑止にも貢献！

（地球温暖化を抑える） （尾瀬の自然を守る） （ウミガメを守る）

「地球にやさしいカード」のご紹介（三井住友カード㈱提供）
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（4）緑の地球新聞　第169号2025年7月5日発行

使用済み切手等売上表
（3月16日～6月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 198,222 円

未使用／書き損じハガキ 10,320 円

外国コイン＆紙幣 1,260 円

合　　　　　計 209,802 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
６
月
中
旬
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

足
立
恵
美
子
、
阿
部
榮
美
子
、
淡
野
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

来
場
者
、
石
井
ふ
み
子
、
市
川
浩
一
、一

柳
清
美
、
渋
川
文
隆
、
進
士
五
十
八
、
菅

井
節
子
、
染
矢
武
尊
、
土
屋
の
り
、
富
沢

千
代
、
羽
生
佳
代
子
、
林
央
、
福
田
順
子
、

堀
内
志
保
、
山
口
元
子
、
藪
陽
一
、
渡
辺

純
子
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
６
月
中
旬
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
３
月
16
日
〜
６
月
15
日
敬
称
略
）

恵
比
寿
扶
美
、
大
村
吉
宏
、
大
山
昌
克
、

小
畑
佳
美
、
川
渕
由
美
、
孝
田
荘
屋
、
越

田
光
江
、
角
田
裕
子
、
富
沢
千
代
、
中
野

寿
人
、
浜
瑞
紀
、
藤
川
浩
一
、三
浦
一
正
、

牟
田
淳
子
、山
口
元
子
、山
野
洋
子
、匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
３
月
16
日
〜
６
月
15
日
敬
称
略
）

㈱
葵
商
店
、
ア
ル
パ
ー
ク
検
診
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
安
藤
産
業
㈱
、
㈳
生
駒
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
㈱
伊
予
銀
行
、
岩
田
地
崎
建
設

㈱
、
㈱
エ
ヌ
エ
ー
シ
ー
、
㈱
Ｏ
Ｓ
Ｇ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
王
子
製
紙
新
労
働
組
合

苫
小
牧
支
部
、
㈱
奥
村
組
、
小
田
急
不
動

産
㈱
、
㈱
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
㈱
甲
斐
建

設
、
柏
市
国
際
交
流
協
会
、
片
山
鋲
螺
工

業
㈱
、
神
奈
川
少
年
友
の
会
相
模
原
支

部
、
共
和
食
品
㈱
、
キ
ヨ
タ
㈱
、
近
畿
容

器
㈱
、
光
陽
精
機
㈱
つ
く
ば
工
場
、
㈱
コ

ス
ミ
ッ
ク
、
㈱
Ｊ
Ｍ
九
州
Ｆ
Ｃ
会
、
シ
ー

キ
ュ
ー
ブ
㈱
、
清
水
建
設
㈱
名
古
屋
支

店
、
慈
圭
病
院
家
族
会
、
㈱
シ
ン
ク
・
ラ

ボ
ラ
ト
リ
ー
、
新
光
電
気
工
業
㈱
、
生
長

の
家
白
鳩
会
東
京
第
二
教
区
連
合
会
、
静

和
会
中
山
病
院
、
㈳
袖
ヶ
浦
市
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
㈱
茨
城
支
店
、
大
成
建
設

㈱
全
社
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
務
局
、
大
成
建
設
㈱
横

浜
支
店
、
タ
イ
メ
ッ
ク
㈱
、
高
千
穂
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、「
小
さ
な
親
切｣

運
動

宮
城
県
本
部
、
東
京
管
理
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

東
洋
熱
工
業
㈱
本
社
、
東
洋
熱
工
業
㈱
大

阪
支
店
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク
㈱
、
日
本

郵
便
㈱
市
川
本
北
方
郵
便
局
、
日
本
郵
便

㈱
横
浜
新
子
安
郵
便
局
、
㈱
ハ
シ
モ
ト
、

パ
ー
ソ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
㈱
、
日
立
建
機
労
働
組
合
本
社
支
部
、

（
公
財
）
兵
庫
県
園
芸
・
公
園
協
会
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
㈱
フ
ク
ス

イ
、富
士
通
㈱
、㈱
松
江
興
業
仙
台
支
店
、

㈱
松
村
組
、
三
浦
工
業
㈱
、
三
越
伊
勢
丹

グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
、
㈱
ミ
ル
ッ
ク
ス
本

社
機
材
セ
ン
タ
ー
、
㈱
リ
ブ
ド
ゥ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

寄
付
協
力
者

（
３
月
16
日
〜
６
月
15
日
敬
称
略
）

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
㈱
、
遠

藤
清
、
㈱
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
、
生
化

学
工
業
㈱
、
東
叡
山
寛
永
寺
真
如
院
住

職
大
多
喜
義
慶
、（
一
財
）
服
部
緑
地
振

興
協
会
、
幅
田
博
樹
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ベ
ン
ダ
ー
協
会
、
松
本
秀
勝
、
三
井
住
友

カ
ー
ド
㈱
、
森
口
修
、
山
本
和
広
、
ラ
サ

商
事
㈱

２
０
２
３
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
・
吸
収
量
は
10
億
１
，
７
０
０
万

ト
ン
。
前
年
度
比
4.2
％
の
減
少

環
境
省
は
、
２
０
２
５
年
４
月
に
、

２
０
２
３
年
度
の
我
が
国
の
「
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
・
吸
収
量
（
確
報
値
）」
を
公

表
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
「
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
・
吸
収
量
」
は
10
億
１
，
７
０
０
万

ト
ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
と
な
り
、
前
年
度

比
4.2
％
（
４
，
４
９
０
万
ト
ン
）
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
が
基
準
と
す
る

２
０
１
３
年
度
の
排
出
量
14
億
７
０
０
万

ト
ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
と
比
較
す
る
と
、

27.1
％
の
減
少
で
し
た
。

下
の
グ
ラ
フ
は
、
２
０
１
３
年
度
か
ら

２
０
２
３
年
度
に
か
け
て
の
温
室
効
果
ガ

ス
年
間
排
出
・
吸
収
実
績
と
、
日
本
政
府

が
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
実
現
に
向

け
た
減
少
傾
向
を
並
べ
た
グ
ラ
フ
で
す
。

２
０
２
３
年
度
の
数
値
が
過
去
最
低
を
記

録
し
、
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
実
現

に
向
け
た
減
少
傾
向
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

環
境
省
は
、
排
出
量
が
減
少
し
た
主
な

要
因
に
つ
い
て
、
①
電
源
構
成
に
占
め
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
の
合
計

割
合
が
３
割
を
超
え
、
電
源
の
脱
炭
素
化

が
進
ん
だ
こ
と
、
②
産
業
部
門
の
排
出
量

の
４
割
を
占
め
る
鉄
鋼
業
の
生
産
低
迷
な

ど
製
造
業
の
国
内
生
産
活
動
の
減
少
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
減
少
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
２
０
２
３
年
度
の
「
森
林
等

の
吸
収
源
対
策
に
よ
る
吸
収
量
」
は
、
前

年
度
と
ほ
ぼ
同
量
の
約
５
，
３
７
０
万
ト

ン
（
２
０
２
２
年
度
は
約
５
，
３
８
０
万

ト
ン
）
で
、
２
０
１
３
年
度
の
排
出
量
か

ら
の
削
減
量
の
14.2
％
に
相
当
す
る
吸
収
量

を
確
保
し
ま
し
た
。
吸
収
量
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
要
因
と
し
て
は
、
人
工
林
が
高
齢

化
し
、
樹
木
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が
鈍
化
し

た
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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※目標は全て2013年度比2023年度排出・吸収量実績
▲27.1%
10.2億トン

2030年度目標
▲46％

2035年度目標
▲60％

2040年度目標
▲73％

2050年目標
排出・吸収量：０
（ネット・ゼロ）

14.0 （折れ線グラフ）

（年度）
←吸収量

←排出量

︵
億
ﾄ
ﾝ
C
O
2
換
算
︶

2050年ネット・ゼロに向けた進捗状況
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